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質問調査結果の全体的な傾向

○ 将来の夢や目標の有無、自己肯定感に対して、
肯定的に回答している。

○ ICT機器も活用しながら、課題解決に向けて自ら考え、友達
との意見交流を通して様々な考えに触れ、学びを深める活
動が多く行われている。

● 学校外における学習時間が減少している。

● 教職員の学校外で行われる研修への定期的、継続的な参加が
減少している。



児童・生徒質問調査回答状況×教科調査正答率

国語の
正答率

算数・数学の
正答率

理科の
正答率・
IRTバンド

「課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組む」ことと正答率は相関がある

小学校 0.20
中学校 ０．２５

小学校 ０．２４
中学校 ０．３３

小学校 ０．２１
中学校 ０．２９

※ 内の数字は相関係数。相関関係の目安･･･０．２以上

【児童・生徒質問調査】（３２）

前年度までに受けた授業では、課
題の解決に向けて、自分で考え、
自分から取り組んでいましたか。



課題の分析

【学校質問調査】
（１９） 個々の教員が自らの専門性を高めるため、校外の各教科等の教育に関わる

研究会等に定期的・継続的に参加している。

R5 R6 R7

小学校
68.8％
(－15.4)

74.4％
（－12.0）

77.6％
（－12.0）

中学校
68.3％
(－12.8)

79.6％
（－4.5）

77.6％
（－10.3）

肯定的な回答をした学校の割合 （ ）は全国平均との差
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調査結果分析の充実・活用


